r 、、、、一 

一 レレ カレ」 

一応 声をかけながら、 ゆっくり あけて、 この 文学 研 

究 会の 中心と なって いる 「新時代」 編輯 同人の 戸山- 

横 井. 吉田 などが 続いて 入って 来た。 最後に、 丁度 こ 

れらの 様々 の 風貌 を もち、 同じ 大学で も 属して いる 科 

は 種々 である 若い 人々 の 宰領と いう 工合で、 やや 年 か 

さの、 しかし 体 は 誰よりも 小さい 今 中が 一番 あとから 

現れた。 今 中 は、 

「や あ」 

と、 うすく よごれた 鳥打帽 をぬ いで、 喉まで ある 茶 毛 

ジャ ケッの 上へ 着た 上着の ポケットへ しまった。 そし 



れ ている かとい うこと が 検討され るべき じ やないです 

ゝ I 

力」 

一般の 事情 は 二八 年 三月 十五 日の 後 をう けて、 謂わ 

ば 上からの 拡大 統一 の 時代であった。 それ はおの ず か 

ら 文学論に も 影 を 投じ ている のであった。 

「そうだよ。 だから 何 を、 というと ころから 評価 や 形 

式の 問題 も 当然 出 るんだ」 

ルナ チャル スキ ー も はっきり 云って いる じ やないで 

すか、 そういう 云い かたで、 今 中 は 盛んに バットの 灰 

をテ— ブルの 上 へ ひろげた 空箱の そと へ こぼしつ つ、 

黒い 小さい 眼 を 動かしつつ、 一種 体 を ゆする ようにし 



にや かまし くなる。 黙って そこ を 通 抜けて 真直 歩いて 

いる 宏 子の 生真面目な 顔の 上に は、 折々、 何処へ 行く 

ん だろうと いう 疑問の 色が 目に とまらない くらいに 現 

れては 消えた。 宏子 は、 その 疑問 を 一種の 謹みの よう 

な 心 持から 口に 出さず、 はる 子が 来る とおり 黙って わ 

きを 歩いて いるので ある。 

寄宿 を 別々 に 出て、 省線の 或る 乗換駅の ホ— ムで落 

ち 合う まで、 はる 子が こまかい 説明 を宏 子に 与えな 

かった の は 先輩ら しく 規律 を 守った 当然な 気持からで 

あった。 だんだん 来る うちに、 その 気持に あやが 加つ 

て、 はる 子 は、 歩きながら 思わずく すくす 笑い出した _ 



「私 こないだの 経験から いろいろ 考えて いるんで す I 

—組合へ つ いたりし ちゃい けな いんで しょうか」 

太 田と いう ひとは 何と 答える であろう か。 宏子 はは 

る 子 自身に まけない 期待で まちもう けたが、 重 吉は何 

とも 云わない。 口 を 前よりも かたく 結び、 濃い 眉 をう 

ごかして 一 種の 身じろぎ をした ばかりで ある。 

「どうせ 学校 だって、 おしまいまで いられる かどう か 

知れ やしな いんだし …… 」 

熱心な、 訴え を こめた 声で はる 子 は、 

「私、 何 かもつと 基本的に 成長した いんです」 

と 早口に 云った。 すこし 赤い 顔に さえな つてい る。 



しつつ あった。 一方で は、 どちら かとい うと 素朴な 形 

で、 労働者で なければ 人間で ないように 云われる 風潮 

も あり、 多くの 若 ものた ち は 未練な く 学校 をす てて、 

他の 活動へ 入って 行って いるので あった。 

重吉は 複雑な 歴史の 波 を 重厚に 凌ごうと する ように 

幅の ある 肩 をう ごかし、 

「君の 心 持 はわ かると 思うよ」 

明るい 外 光の 中で 睫毛の こまやか さの はっき リ わか 

る 眼 を、 真直 はる 子の 視線に 向けて 云った。 

「その 考え も わるく はない かも 知れない が、 もうす こ 

し 待って 見ない か？ いろいろ 考えられて いるから ね _ 



、に、 c 

レ.^ レ 

「すこし 歩こう か」 

三人 は、 それぞれの 感動で しばらく 黙って、 かたい 

芽の ふくらみ 出した 樹の 間から、 青空の 見える 小道 を 

歩いて 行った。 ぼつぼつ 話し 出して、 重吉 が、 

「この頃、 みんな どんな 本 よんで いるかい」 

ときいた。 

「多 喜 二の もの やなん かよむ かい？」 

「読んで いるけ ど、 感想き くと、 大抵 素敵 だと 思う つ 

て 云う 程度なん です」 

「『母』 なんか もよ ますと いいな。 シャ ポア 口 フの自 



「ちょ つ と」 

と、 その 女店員 を 呼んだ。 

「その 一 一 側 目の 右から 三 つめの を 見せて 下さいな」 

「これで ございま すか」 

フ ス 、え、 そ、 ゥ」 

それ は、 トウ \ -1 ド 風な 茶と 緑と 黄の 混った 織物で、 

わるい 趣味ではなかった が、 田 沢が カラ ー のと ころに 

あてて こちら を 向く と、 蒼白い 顔色 や 眼鏡と その 織物 

との 間に そぐ わない ものが 生れた。 

女店員 は、 それ を 感じて いる 風で、 

「こんなお 色 も ございます けれど」 



いまどき 余り 見かけない 束髪に その 女 客が 髪 を あげ 

ていたば かりで なく、 何 か 印象に のこる 余韻 を ひいて 

いた 二人 連が 去って から、 みほ子 は 暫く ガラス. ケ— 

スの 奥に 立って ぼんやりと 外の 方 を 眺めて いた。 

向いあって 売場の ある 下着類のと ころから、 同じよ 

うに 水色 メリンスの 事務服 をき た 時 江が、 その 様子 を 

見て こっちへ やって来た。 

「ね、 幸 子さん のと ころ、 どうしましょう ね」 

「え？」 

みほ子 は、 うっかりして いたよう に 眉 を あげて 相手 



「ちょ つ と、 ちょ つ と」 

おくれて いる 連中 を 招いた。 

「この 横 だ わ、 ほら、 ね」 

写真屋の 横 羽目に、 エナメルの 番地 札が 打ちつ けら 

れて ある。 八百屋、 電気器具 屋、 美髪 所、 どれ も 表 通 

りへ は 張り かねる 苦しい 店 を この 横丁に 開いて いると 

いう 街 筋であった。 ビ リア— ドの 赤と 白との 球の つい 

た 広告が 出て いる 先に、 埃で くもった ような 下駄屋の 

ショウ. ウィンドウが 目に 入つ た。 

「あすこら しい わね」 

「そうね え」 



「じ や、 マドモアゼルに しとき ましょう」 

舌 や 口 を いろんな 風に 動かして 発音の 練習 をし なけ 

れ ばなら ない のが、 みほ子に は、 ばつが わるく、 きま 

りが わるかった。 それに、 マドモアゼル. タカ ハマな 

どと 尻 上りな 発音で 呼ばれて フランス語の 本 を 汗ばん 

で 見つめて いる 自分の 姿と、 机の 中に ひそめられ てい 

る 弁当 包の 生活と が 次第に 何だか そぐ わない ものに 思 

えて 来て、 みほ子 は 三 力 月 ほどで 通う の を やめて し 

まった。 

今 みほ子 はもう マダムと マドモアゼルの つかいかた 

の 区別 は 知ってい るが、 先の ようにき かれたら、 矢 張 
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